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株主の皆様におかれましては、
平素よりご高配を賜り、
心より厚く御礼申し上げます

株主の皆様へ

代表取締役会長 四方 邦夫
代表取締役社長 吉村   元

当社を取り巻く事業環境は、海外では米中における貿易
摩擦の顕在化などが世界経済に大きな不安材料となり、
国内では豪雨、台風、地震など自然災害が頻発、これに
より事業活動にも影響を及ぼしました。

このような状況のなか、当社の第２四半期連結累計期
間の業績につきましては、半導体事業、電源機器事業と
もに概ね堅調に推移し、売上高は117億８千３百万円（前年
同期比0.2％増加）、営業利益は８億５千３百万円（前年同
期比53.5％増加）、経常利益は８億３千５百万円（前年同
期比45.3％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は６億７千１百万円（前年同期比58.7％増加）となりま
した。

本年度は中期経営計画の初年度であり、ビジョンとして
「Global Power Solution Partner」を掲げ、国内外の
開発・製造・営業・サービス担当・スタッフ部門のメン
バーが一丸となって計画達成に向けて活動をしています。

今後とも、三社電機グループはお客様満足度の向上と
経営体質の強化に全力で傾注してまいりますので、変わら
ぬご支援をよろしくお願い申し上げます。

第85期 ハイライト 

証券コード：6882 

2018年4月1日　 2018年9月30日

中間株主通信
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グローバルな成長に向けて2017年4月に設立した
海外営業支店をご紹介します。

フィンランド・台湾・韓国
フィンランド

台北

ソウル
パワーモジュール

前年同期比増減

百万円2,587

%4.1百万円892

半導体事業

一般産業用
百万円1,353

%15.8百万円2,127

光源用・調光用
%15.7百万円811

その他インバータ
（PV・UPS等）

上記以外

%23.8百万円525

%3.2百万円3,485

ディスクリート他

金属表面処理用
溶接機・切断機

電源機器事業

百万円
（1.0％↑）

（45.4％↑）

3,479
百万円350

売上

利益利益

百万円
（0.1％↓）

（59.7％↑）

8,303
百万円502

売上

利益利益

ヘルシンキ

韓国

台湾

グローバルレポート

こんなところに
三社電機

%0.1

前年同期比増減

前年同期比増減

前年同期比増減

前年同期比増減

前年同期比増減

前年同期比増減

%32.9

■半導体事業
　当事業におきましては、家電向けのパワーディスクリートは堅調に推移いたしましたものの、ＦＡ機器向けや各種インバー

タ向けなどのパワーモジュールなどは前年同期比でほぼ横ばいで推移し、売上高は34億７千９百万円（前年同期比1.0％増

加）となりました。セグメント利益は第２四半期に入り原材料価格の上昇が圧迫要因となりましたが、増収に加え為替の影響

などにより３億５千万円（前年同期比45.4％増加）となりました。

■電源機器事業
　当事業におきましては、リチウムイオン電池で使用される銅箔を生成するための電源や電解コンデンサ用アルミ箔のエッチ

ング電源、さらに小型の各種組込電源が堅調に推移いたしました。しかし、スマートフォン関連の設備投資抑制の影響を受

けて金属表面処理用電源が減収となり、このほか、太陽光発電用インバータ、光源用電源などが低調であったこともあり、

売上高は83億３百万円（前年同期比0.1％減少）となりました。セグメント利益は、生産面において子会社を含め生産性向

上への取組みの効果などにより５億２百万円（前年同期比59.7％増加）となりました。

セグメント別業績  第85期 第2四半期累計

業績ハイライト
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もしもの時の対策に
UPS（無停電電源装置）

●当社製品の特長
●業界トップクラスの過負荷耐量
●過負荷発生時の運転継続機能付
●蓄電池寿命管理機能付

●中・大容量(産業用)対応
　幅広い容量（10-500kVA）に対応可能
●バリエーション豊富
　標準品だけでなく個別オーダ対応が可能

〈用途例〉
1. データセンター
2. 放送設備

3. 工場の生産ライン
4. 発電所

5. 病院や半導体製造工場の空調設備
6. ETC など UPS（無停電電源装置）

UPS（無停電電源装置）とは
予期せぬ停電や、入力電源異常が発生した
際に、電源を供給する機器(負荷機器)に対
し、一定時間電力を供給し続けることで、
機器やデータを保護することを目的とした
装置です。

設備投資の堅調な台湾において、電子
部品や素材生成のための表面処理用
電源を販売すると共に、長くお使いい
ただくためのメンテナンスサービスに
も力を入れています。

フィンランド
ヘルシンキ支店

台湾
台北支店

韓国
ソウル支店

フィンランド
ヘルシンキ支店

台湾
台北支店

韓国
ソウル支店

フィンランド
ヘルシンキ支店

台湾
台北支店

韓国
ソウル支店

●設置場所
高い電源の供給信頼性が必要となる、コンピュータや通信・防災機
器、および放送機器のほか、クリーンルームが必要な半導体製造工場
や病院の空調制御装置、発電所などでもご使用いただけます。

パワー半導体の需要が盛んな欧州で
の営業活動のためヘルシンキに拠点
を置き、既存の汎用半導体から次世
代デバイスのSiC半導体まで幅広く展
開しています。欧州を中心にロシア、中
東、アフリカもカバーしています。

パワー半導体と電源機器を取り扱ってい
ます。半導体では韓国大手メーカー様に
汎用半導体を多くご採用いただいてお
り、次世代デバイスのSiCも積極的にPR
しています。
電源機器ではプリント基板向けの表面
処理用電源に注力しています。

ますます拡大する高度情報化社会を支えるデータサーバー、
各種オンラインシステムや通信機器が停電で停止した際の被
害は計り知れません。これらシステムの電源をバックアップす
る無停電電源装置に対し近年高い信頼性が要求されてきて
おり、BCP（事業継続計画）対策として、お引き合いをいた
だいています。
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常に社会の求める製品の創造につ
とめ よりよい品質によって 社会
の発展に貢献する

常に衆知を集めて企業の繁栄をめ
ざし 利益の確保につとめ 社会的
責任を全うする

常に新たな英気をもって未来をみ
つめ 信頼と協調によって 社員の
幸福と安定したくらしをはかる

社会に価値ある製品を 企業に利益と繁栄を 社員に幸福と安定を

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日

（1）定時株主総会、期末配当 　毎年3月31日
（2）中間配当　　　　　　　　毎年9月30日
その他必要あるときは、取締役会の決議により
あらかじめ公告いたします。　

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届
出およびご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。
証券会社に口座を開設されていない株主様は、下記の電話照会
先にご連絡ください。

株 主 名 簿 管 理 人・
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社  証券代行部

（郵便物の送付先） 〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社  証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120-782-031（受付時間  土・日・祝祭日を除く9時～17時）

イ ン タ ー ネ ッ ト
ホームページ URL

https://www.smtb.jp/personal/agency/
index.html

【特別口座について】
株券電子化前に、「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用
されていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井
住友信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます）を開設して
おります。特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出
は、上記の電話照会先にお願いいたします。

公 告 方 法

電子公告とし、当社のホームページに掲載します。
（http://www.sansha.co.jp）。ただし、事故その
他やむを得ない事由により電子公告をすることが
できないときは、日本経済新聞に掲載いたします。

上場 証 券取引 所 東京証券取引所  市場第二部

単 元 株 式 数 100株

商 号 株式会社三社電機製作所
本 社 大阪市東淀川区西淡路三丁目1番56号
設 立 1948年（昭和23年）4月28日
資 本 金 27億7,427万7,500円
従 業 員 数 （連結）1,417名   （単体）695名

発行可能株式総数 42,600,000株
発行済株式の総数 14,950,000株
株 主 数 6,376名

●国 内 本 社 大阪市東淀川区西淡路3-1-56
東 京 支 店 東京都台東区東上野1-28-12
中 部 営 業 所 愛知県名古屋市東区泉1-23-30
九 州 営 業 所 福岡市博多区博多駅東2-15-19
滋 賀 工 場 滋賀県守山市勝部町452-1
岡 山 工 場 岡山県勝田郡奈義町柿1741

●海 外 ソウル支店（韓国）
台北支店（台湾）
ヘルシンキ支店（フィンランド）

●国 内 株式会社 三社ソリューションサービス
株式会社 三社電機イースタン

●海 外 サンレックスコーポレーション（アメリカ）
サンレックスリミテッド（香港）
サンレックスアジアパシフィックPTE. LTD.（シンガポール）
三社電機（上海）有限公司（中国）
三社電機（広東）有限公司（中国）
東莞伊斯丹電子有限公司（中国）
東邦工業（香港）有限公司（香港）

2018年9月30日現在

2018年9月30日現在

株主メモ会社概要

事業所

子会社

株式の状況

ホームページもご覧ください

当社ホームページ内「株主・投資家の皆様へ」では企業情報や決算情報を掲載しています。

http://www.sansha.co.jp/ir/

2018年
4月1日

開設

経営理念

〒533-0031 大阪市東淀川区西淡路三丁目1番56号
TEL 06-6321-0321　FAX 06-6321-8621 
URL http://www.sansha.co.jp

証券コード：6882 

2018年4月1日　 2018年9月30日

中間株主通信
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